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研究成果の概要（和文）：　本研究では，近年の企業活動や個人行動では一般的になりつつある「プラットフォ
ーム」の利用が，企業の競争行動や個人の消費・情報行動にどのように影響を与えるかについて検討した．
　企業においては，プラットフォームの活用や事業者間連携によって，自社単独では実施できない事業や提供価
値の実現が可能になるが，他の事業者も同様の提供価値が容易になるため，同質化による競争激化についても検
討する必要がある．一方，個人のプラットフォームの活用は従来不可能であった活動を可能にするが，個人情報
やプライバシーなどのセンシティブ情報が拡散するリスクも大幅に増加させる．

研究成果の概要（英文）：This study examined how the use of the “platform”, which is becoming 
common in recent corporate activities and individual behavior, influences the competitive behavior 
of the corporation and the consumption and information behavior of the individual.
For corporate, the use of platforms and cooperation among other business operators can realize the 
business and the value proposition that cannot be implemented by itself alone, but the similar value
 proposition becomes easy for other corporates. Therefore it is necessary to consider the 
intensification of competition due to homogeneity. For individual, The use of the platform also 
enables activities that were previously impossible, but also greatly increases the risk of the 
spread of sensitive information such as personal information and privacy.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　プラットフォームを活用することによって，企業は経営資源の限界を超えた事業や提供価値が可能になり，個
人は従来よりも大きな情報収集・伝達能力を利用することが可能になるが，これらのプラスの側面自体は従来の
事業者間連携（戦略的提携）やITが持っていたものと同様であることを明らかにした．
　しかし，プラットフォームは他者にも開放されていることが多いため，企業にとっては同質化による競争の激
化のリスクを，個人にとっては当初の想定以上の情報拡散のリスクを増大させるというマイナスの側面を考慮し
た上での活用が重要であることを示唆した．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 20世紀末に発生し，その後に崩壊した ITバブル（ネットバブル）の背景にはインターネッ
トを中心とした IT技術の進展と普及があったが，これらの IT技術は現代社会においては存在
することが当然のインフラとなっている．ITバブルの背景にあったもう一つの要因と考えられ
るネットワークの経済性（ネットワーク外部性）は，利用者が増加するほどその製品やサービ
スの価値が増加するというものであり，IT技術が普及するほど，ひとたび獲得した優位性は強
化される傾向がある．このような状況を背景として，ひとたび自身が優位性を獲得した製品や
サービスを第三者のビジネスの基盤として提供・開放するプラットフォーム化が近年では増加
しており，自社単独では十分な基盤を構築できない企業はこれらのプラットフォーマーの補完
業者として協働することで，自社の経営資源や能力の不足を補おうとしている． 
 プラットフォームの活用は利点が多く思えるが，プラットフォーマーは他のプラットフォー
ムとの競争のために補完業者を増加させようとするが，これは補完業者間の競争の激化につな
がる．また，プラットフォームでは一部の補完業者の行動がプラットフォーム全体の品質低下
をもたらしかねないため，プラットフォーマーが補完業者の行動に介入しようとするかもしれ
ないが，プラットフォーマーは補完業者を完全にはコントロールできないため，両者にとって
一定のリスクを内在している． 
 また，現在のプラットフォームの多くは，プラットフォーマー，補完業者，消費者という 3
者で構成されるマルチサイド・プラットフォームであり，口コミ情報やフリマアプリのように
消費者自身が他の消費者に対して情報や製品・サービスを提供する補完業者としても機能する
ことも珍しくはない．この場合に注意するべきは，事業者である補完業者と違って，一個人と
しての消費者は個人情報やプライバシーを保有しており，これらのセンシティブ情報がプラッ
トフォーム上で拡散されると個人生活に多大なダメージを与えかねないということであり，こ
れらのリスクについても検討されるべきである．  
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，近年の企業活動や個人行動では一般的になりつつある「プラットフォーム」
の利用が，企業の競争行動や個人の消費・情報行動にどのように影響を与えるかを解明するこ
とである．この目的は具体的には以下の２つの研究課題として設定された． 
 
(1) プラットフォーム活用が企業の競争行動に及ぼす影響の分析 
 企業については，プラットフォーム化（第三者によるビジネスの基盤としての製品やサービ
スの提供・開放とそれらの利用の増加）という環境変化が情報サービス企業に与える影響を「協
働」「競争」「リスク」の三点に注目して考察することを目的とする．特に環境要因の制約が大
きい地方の情報サービス企業を主たる研究対象とし，プラットフォーム化がもたらす影響とそ
れらへの企業の適応行動について検討することによって，より適用範囲の広い示唆や提言を導
き出すことを試みた． 
 
(2) プラットフォーム活用が個人の情報行動に及ぼす影響の分析 
 個人（各種の非営利組織を含む）については，IT技術の活用で消費する製品やサービスの選
択に関わる情報収集力が向上するだけでなく，プラットフォームの活用によって情報発信力も
大幅に向上するため，これらを前提とすることで情報行動がどのように変化しているかを考察
することを目的とする．特に個人情報の保護および倫理的観点からのリスク面に注目して検討
することによって，より良い情報化社会の実現の一助となることを目指した． 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の 3つの研究方法を用いて実施された． 
 
(1) 先行研究および最新事例のサーベイ 
 研究対象である各種プラットフォームに関連する企業の近年の動向およびそれに関する最新
の研究動向についてのサーベイを行った．特にマルチサイド・プラットフォームの中でも消費
者自身が補完業者としても機能するタイプのプラットフォームについて重点的にサーベイした． 
 
(2) マルチサイド・プラットフォームについての二次データを用いた経時的分析および事例研
究 

 マルチサイド・プラットフォームの中でも利用者が多いレストラン情報サービスに注目し，
他の目的のために実施されたアンケートデータ（二次データ）を用いての統計的分析を行った
上で，同一の実施主体が異なる年度に実施した二次データを比較することで，レストラン情報
サービス事業者および利用者の経時的分析を行った． 
 加えて，レストラン情報サービスへの対抗策の一つとして開始された事業の変遷について，
戦略論の観点からの事例研究を行い，企業におけるプラットフォーム活用の利点と注意点につ
いての考察を行った． 



 
(3) 個人のプラットフォーム活用についての事例研究 
 プラットフォーム活用が個人の情報行動について及ぼす影響について検討するため，医療関
連の口コミ情報のオンラインコミュニティ，情報発信プラットフォーム関連サービス，地域コ
ミュニティの情報管理のクラウド化についての事例研究を行い，個人情報管理や情報倫理の観
点からの考察を行った．これらの分野については自身の知識やネットワークが乏しかったため，
これらに造詣が深い専門研究者との共同研究の形で実施された． 
 
 
(4) 研究成果の報告と学術的議論による研究内容の精緻化 
 下記の発表論文等のリストに記載されているように，本研究の成果は迅速に国内の学会や国
際会議で報告され，その後，雑誌論文あるいは書籍掲載論文として公表された．特に国際会議
での報告では，海外の研究者および実務家とのディスカッションを通じて研究の課題や今後の
方向性についての有益な知見を得ることができ，その内容をその後の論文の内容に反映させる
ことが可能となった．このようなサイクルは研究活動の活性化および内容の精緻化にとって重
要な役割を果たしていたと考える．  
 
 
４．研究成果 
(1) 先行研究および最新事例のサーベイ 
 情報サービスや各種のプラットフォームおよび戦略論に関する学術論文や新聞・雑誌などに
取り上げられた事例，そして消費者であり情報提供者でもある個人の情報行動の近年の傾向な
どについての調査結果についてのサーベイを行った上で，経営学の入門書に掲載された戦略論
に関する章において，プラットフォーム・ビジネスとマルチサイド・プラットフォームを取り
上げた． 
 
(2) マルチサイド・プラットフォームについての二次データを用いた経時的分析および事例研
究 

 マルチサイド・プラットフォームの一つであるレストラン情報サービスの日本における状況
について，利用者数と利用者の選択基準という観点から分析を行った上で，これを過去に実施
した同様の分析結果と比較することで，消費者の行動を含む競争環境の変化が企業の行動およ
び結果としての利用者数に及ぼした影響について分析した．別目的で行われた調査結果という
二次データを用いた分析であったため，分析結果は厳密なものではないが，分析結果から日本
のレストラン情報サービスの競争に影響を及ぼすと考えられる要因についてのいくつかの仮説
を提示した． 
 加えて，レストラン情報サービスの近年のビジネスモデルの変化と，レストラン情報サービ
スに対する従来型メディア（出版業界）の対抗策についての事例研究も実施し，プラットフォ
ームを活用してビジネスプロセスを外部化することによる事業参入に必要な経営資源の補完が
どちらの業界でも進展しているが，プラットフォーム活用による事業者間の協働は競争企業間
のサービスの同質化というリスクを増加させる可能性についても明らかになった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 個人のプラットフォーム活用についての事例研究 
 個人のプラットフォーム活用については，「電子掲示板」という一種のプラットフォームを用
いた希少疾患患者の事例研究の共同実施を通じて，企業や病院主体ではなく，利用者である患
者主体の医療情報の共有と活用の可能性を導き出した． 
 また，ソーシャルメディアというプラットフォーム上での個人の情報行動についての研究に
も参加し，個人が情報プラットフォームを活用する時代における情報行動の変化と新しいリス
クへの対応について検討した． 
 これも共同実施した災害時対応のための個人情報の収集と管理についての事例研究では，地
域コミュニティにおけるセンシティブ情報の収集のあり方と収集した情報の保管地が被災する
リスクの低減法についての示唆を導いた． 
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